












き，第 1期は 1945年 11月に東京女子高等師範学校が東京女子帝国大学の設立を申請したように，
数校の女子高等教育機関が旧学制の下で個別に大学設立を目指した時期であった。第 2期はこれら
の構想が実現しないことを受けた 46年 8月以降であり，この時期には CIE（民間情報教育局）の
ホームズ（L. H. Holmes）らの助言を受けながら，女子大学連盟のように女子高等教育機関が連携
して新学制での大学設立を目指し，48年 3月に初めての女子大学 5校が設立された。さらに翌年








































































東京女高師は，第 1期の 1945年 11月 29日に「東京女子帝国大学創設趣旨竝組織」を作成し，
文部省に設立認可申請を行った。同省はこの申請を認めたものの，大蔵省が国費に余裕がないとし
て受け入れず，設立は実現せずに終わった 9。第 2期においても同校は大学設立準備を進め，さら








女子教育研究会の活動は 1947年 3月の第 3回総会後は不明であり，その後女子大学設立のた
めの連合的な組織は，CIEのホームズらの助言を受けつつ結成された女子大学連盟が主軸になっ
た 13。同連盟は元来私学によって結成されたが，東京女高師では 11月 9日開催の第 2回設立準備
会から参加し，津田塾専門学校・日本女子大学校・東京女子大学などとともに，大学設置基準中の
女子大学関連の基準策定に主導的役割を果たした。













































奈良女高師による大学設立経過を概観する。同校は 1948年 7月 30日に大学設立認可を申請し，
翌年 5月 31日の国立大学設置法により奈良女子大学の設立が実現した。東京女高師の場合は 3回
の認可申請が確認できるが，同校の認可申請の回数は明確ではない。しかし，48年 7月以前にも
文部省との交渉を行い，46年 2月 11日に「奈良女子帝国大学」案を，48年 1月に「国立奈良女子
大学」案を作成し 21，校長内藤卯三郎が文部省に持参し説明するなどしていた。同校も東京女高師
とほぼ同時期に構想を練り文部省と交渉を重ねていたのであった。






























































　請　願　件　名　（請願番号） 請　願　者 受理日 /結果
⑤ 国立女子大学設置の請願（237号） 岡本若子外 1名 2月 13日 /採択
⑥ 国立女子大学設置の請願（253号） 東京女高師内中山田鶴子外 1名 2月 16日 /採択
⑦ 国立奈良女子大学設立の請願（646号） 奈良県知事野村萬作外 1名 5月 5 日 /採択
⑧  東京女子高等師範学校の女子そう合大学昇
格に関する請願（1149号） 東京女高師校長藤本萬治 6月 19日 /採択
『参議院議事録』により作成
表 1　第 2回衆議院（1948年）に提出された女子大学設立の請願
　請　願　件　名　（請願番号） 請　願　者 受理日 /結果
① 国立女子大学設置の請願（365号） 東京女高師生徒中山田鶴子外 1名 2月 16日 /採択
② 国立女子大学設置の請願（495号） 同　上 3月 16日 /採択
③ 国立奈良女子大学設立の請願（1294号） 奈良県知事野村萬作外 1名 6月 2日 /採択


































一方，文部省でも 6月 22日に新制国立大学設置方針を発表した。この案 35では，特に女性の大学
教育に配慮し，「（ホ）女子教育振興の為に，特に新制国立女子大学を東西二ヵ所に設置する」とし
391946年以降の国立女子大学の設立過程に関する一考察　―教育目的と学部構成を中心に―（湯川）
















この CIEの一部メンバーの中心的人物とはホームズやホスプ（Helen M. Hosp）などであった。
ホームズは 1948年 4月下旬に帰国したが，国立女子大学実現への意欲は強く，後任者ホスプに宛







































































































































































































































表 4により同校の構想の変化をみると，1946年 2月の奈良女子帝国大学案では 4学部（文学部・
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